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教習所白書セッション



はじめに

時代の変化に対応した教習所運営を行うため、都道府県

の垣根を超えて現状の把握や課題の解決に向けた議論

を活発化させること。
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教習所白書の目的



前回と今回の違い

前回のセッション

全47都道府県のうち任意の各1校に教習や採用の実態調査アンケートを実施。

その回答をもとに都道府県や教習所ごとの違いが生産性や収益に与えるインパクトを

考察した。

今回のセッション

教習所業界の”前提”を今一度ゼロベースで見直し、生産性向上の手がかりを探るため

の仮説からアプローチした。

現状からのアプローチ

仮説からのアプローチ

3



教習所白書　考察に用いた試算の前提条件

本教習所白書で試算を行う際は、 

全国の指定自動車教習所の平均値を用いて行った。（運転免許統計より引用）  

 

    2022年度 
（全1,295校） 

2021年度
（全1,300校）

昨年対比

全車種卒業生数／校 1,262名 1,323名 －61名

普通車卒業生数／校  862名 846名 ＋16名

教習指導員数／校  24.2名 23.8名 ＋0.4名
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生産性①　オンライン学科の効果

A教習所 B教習所 C教習所

指導方式 対面のみ 対面・オンライン両面 オンラインのみ

対応指導員数 2名（±0名） 1名（△1名） 0名（△2名）

日数／年 繁忙期100日　　閑散期250日

稼働時間／日 繁忙期11時間　　閑散期8時間

削減労働時間 0時間 3,100時間 6,200時間

売上単価 5,500円

売上／年

1,705万円UP
3,410万円UP

5



【前回のおさらい】複数教習時間による生産性
シュミレーター教習の複

数カウント有無
カウントしていない
Ａ教習所（6時間）

カウントしている
Ｂ教習所（7時間）

算出方法

1
段
階

通常教習 8時間

トレーチャー教習 0.2時間 1時間×（1人/5人）

無線教習 1時間 3時間×（1人/3人）

指導員稼働時間（①） 9.2時間

2
段
階

通常教習 13時間 12時間

複数教習 2時間 2.33時間 6時間 or 7時間×（1人/3人）

指導員稼働時間（②） 15時間 14.33時間

総指導員稼働時間（①＋②） 24.20時間 23.53時間 23.53÷24.20＝97.2%

複数カウントが1時間増えることで、100%－97.2％＝2.8%の生産性が向上。

⇒2.5億円の普通車売上があれば約700万円の増収になる。
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生産性②　複数率（トレーチャー1:3と1:5の比較）

A教習所 B教習所 算出方法

指導員：教習生 1：3 1：5

トレーチャー教習 0.33時間 0.2時間 1時間×（1/3人 or 1/5人）

それ以外の教習 24時間 1段階無線1:3×3時間、2段階複数教習1:3×6時間

計 24.33時間 24.2時間 24.2÷24.33＝99.47%

教習生1人当たりの指導員の稼働時間数（AT31時間のケース）

1対3から1対5に増やすことで、100%－99.46％＝0.53%の生産性が向上。

⇒2.5億円の普通車売上があれば約133万円の増収になる。

※1台100万円とすると、1年半で回収が可能。
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生産性②　複数率（無線1:2と1:3の比較）

1対2から1対3に増やすことで、100%－98％＝2%の生産性が向上。

⇒2.5億円の普通車売上があれば500万円の増収になる。

※仮に無線を1対5でできれば更に1.6％の増収効果⇒400万円の増収。

教習生1人当たりの指導員の稼働時間数（AT31時間のケース）

A教習所 B教習所 算出方法

指導員：教習生 1：2 1：3

無線教習 1.5時間 1時間 3時間×（1/2人 or 1/3人）

それ以外の教習 24時間 1段階9h+2段階複数教習1:3×6時間＋13h

計 25.5時間 25時間 25÷25.5＝98%
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生産性②　複数率（高速教習1:2と1:3の比較）

1対2から1対3に増やすことで、100%－99.3％＝0.7%の生産性が向上。

⇒2.5億円の普通車売上があれば約175万円の増収になる。

教習生1人当たりの指導員の稼働時間数（AT31時間のケース）

A教習所 B教習所 算出方法

指導員：教習生 1：2 1：3

高速教習 0.5時間 0.33時間 1時間×（1/2人 or 1/3人）

それ以外の教習 23.86時間 1段階9.2時間＋2段階5時間 × 1/3人＋13時間

計 24.36時間 24.2時間 24.2÷24.36＝99.34%
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生産性④　高齢者講習

70～74歳人口

75歳以上人口

約138万人
約116万人

約243万人

約199万人

前年比　16.3％減

前年比　21.9％増

2021年度 2022年度

2021年度 2022年度
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A教習所 B教習所 C教習所 D教習所

高齢者講習
認知機能検査

6,450円
1,050円

7,000円
1,500円

8,000円
2,000円

10,000円
3,000円

70～74歳
895人／校

5,772,750円 6,265,000円 7,160,000円 8,950,000円

75歳以上
1,876人／校

14,070,000円 15,946,000円 18,760,000円 24,388,000円

計
2,771人／校

19,842,750円 22,211,000円 25,920,000円 33,338,000円

売上
（＝利益）

生産性④　高齢者講習
※2022年度

237万UP 608万UP

1,350万
UP
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